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受賞理由 

「次世代漁業に向けたＬＥＤ水中誘魚灯の開発」 

従来、船上に取り付けていたＬＥＤ光源を水中に設置し、魚を選択して蝟集す

る誘魚灯を開発した。 

水産大学校と共同で、光と魚の行動や魚の蝟集効果を調査し、その特徴を最大

限に生かした誘魚灯の開発を進めた。また、水中で使用するための耐水対策やソ

ーラーブイの開発による電源確保等を行い、一定期間水中で使用できる照明とし

て改良を重ねるとともに、誘魚灯を効果的に活用するため、定置網や棒受網漁業

などに展開している。 

「Small Fishing」を掲げ、ＬＥＤの特徴を最大限に生かし、指向性、光量、波

長、パルスなど、使用目的に応じた仕様とすることで、集魚だけではなく忌避や

選別を可能とするコンパクトな漁業の展開を目指している。 

山口県で実証実験したカタクチイワシシラスの集魚結果では、ハロゲン灯との

比較で、燃費に直結する電力量を１／１０とし、通常の３倍の値がつくシラスを

選択的に蝟集する成果が得られた。 

平成２２年の商品化以降、定置網漁法、一本釣り漁法、棒受網漁法など、漁法

に合わせて誘魚灯を活用する方法・事業を展開しており、並行して、漁業関係者

のニーズを把握して開発した自動給餌装置を中心とした「次世代養殖システム」

としての操業検証を実施。今年度、養殖の現場へのテスト導入を行い、来年事業

化する予定であり、今後は、次世代養殖システムのオプションとして誘魚灯の販

売を増やしていくこととしている。 

同社は装置、照明の両方に関する技術やノウハウを保有し、現場ニーズに応じ

た開発と事業化推進の体制を備えていることを強みとし、漁業を取り巻く課題に

対応すべく、研究機関と連携し、収益性向上や新たな漁業生産システム確立に取

り組んでおり、誘魚灯を中心とする水産関係事業の拡大、発展が期待される。 

 
ＬＥＤ水中誘魚灯 

 

誘魚灯を活用した自動給餌システム 

 


